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おうと、1 対 1 の場面で、その子どもに急に明るく気軽に話しかけた時に、何も言葉を発してくれない
ということがあった。見ず知らずの人との対人場面が苦手な子どもの場合、こうした筆者とのやり取り
の中で困ってしまうのも当然である。
実際に関わり始めると、このように筆者自身反省すべきことが多い。まず、筆者は関わることができ
たという実感を持てた時に、ついつい調子に乗ってしまうということがある。つまり、鬼ごっこをすれ
ば、子どもは、一遊び相手として、筆者を鬼と認識し、とてつもない速さで逃げていくし、自分が鬼と
なれば、一目散に追いかけてくる。卓球のラリーをすれば、ともにラリー数を増やそうと一生懸命になっ
て取り組む子どもたちの姿がある。こうした活動にボランティアとして関わっていくと、ボランティア
をしている者としては、子どもに受け入れられたような気がしてくるのである。このような感覚は、ボ
ランティアを始めたばかりの者にとってはありがちなものなのかもしれない。
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しかし、ボランティアとして関わるからこそ、一喜一憂しないことが必要で、急に踏み込んだりせず、
その子との心理的な距離感を大切にし、時にはじっくり待つ姿勢も重要だと気付かされた体験であった。
ボランティアスタッフは「お兄さん」「お姉さん」的立場ではあるが、一方で、年齢は一回り近くも離
れた「大人」である。本当に「お兄さん」「お姉さん」のような振る舞いをするのではなく、あくまでも、
支援者の一人であるという気持ちを忘れずに関わることは子どもとの距離感をたいせつにするうえで重
要なことだと感じている。
教育支援センターの指導員の先生方は、温かい目で、絶妙な距離感を保ちながら、子どもたちの意見
を尊重し、受容的な関わりを持ち続けている。お手本とする先生を探し、その先生の良い部分の真似を
し、アドバイスをもらいながら関わっていくという方法は、筆者のような臨床の初学者にとって、ボラ
ンティアとして関わる上での方法論の一つであるかもしれない。
おわりに
不登校の子どもと関わってみると、どの子どもも抱えている状況は異なり、学校にいけないことがそ
の子どもの問題の中核ではないということに気づかされる。また、教科書や参考書の知識だけではわか
りえないことも多くあるように思う。その中で、「距離感を大切にする」というのは支援を行っていく
上での一つのキーワードかもしれないと感じながら、現在も活動を続けている。
ところで、学校には行けない子が、教育支援センターにはどうして通室することができるのだろうか。
そこにはおそらく、学校とは違う安心感が子どもにあるのではないかと考えられる。教育支援センター
において子どもは、無理をさせられることもなければ、評価をされることもない。また、その子のペー
スや状況に合わせた対応が行われる場所となっている。こうした場所で、スタッフが子どもを無条件に
尊重し、受容的に関わり続けていることが、「そこにいていいんだよ」という安心のメッセージを子ど
もに伝えることにつながっていると思われる。
現在では、全国で 1200 以上の施設が教育支援センターとして活動しており、教育支援センターは今
後も不登校支援の中心的な役割を担い続けていくであろう。そこでの活動の一端を担う、学生ボラン
ティアスタッフは、どのような立ち位置からどのような支援の工夫ができるのかといった支援の可能性
を各々が考え、ボランティアスタッフという名の一支援者としての自覚を持ちながら子どもと関わって
いく必要があると筆者は考えている。
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